
 

 

開催日時 平成２６年８月３０日（土） １２：００～１３：００ 

開催場所 土手町コミュニティパーク（弘前市土手町） 

出席委員 
委員長  石岡 徹、   副委員長  工藤 茂起 
委員  鳴海 清彦、  佐藤 浩之、  渋谷 拓弥、  相内 英之、  太田 眞理子 

会社側出席者 
専務取締役：一戸 勝美、 取締役：倉田 昌直、 
放送部統括マネージャー：花田 由香子、放送部チーフ：玉田 雅規 

議 題 
（１）番組に対する意見要望 
（２）次回開催日について 10月18日（土） 

議事の概要 

○ 各委員が質問と意見や気が付いた点を述べる形で議事が進行した。 
 

１）課題番組  『我夢者羅ラジオ』（毎週金曜 １９：００～２０：００） 
 

① 後半になって、前後半の後半であることが分かった。ゲストが様々な話をしていくのに対
し、メインパーソナリティが話をまとめられていないため焦点がぼけてしまっていた。津
軽出身のゲストなのに、地元とのつながりがあまり引き出せていなかった。選曲が良い。 
 

② パーソナリティの独特な訛りが気になった。インタビュー相手のゲストがどういった立場
なのかよくわからないまま進み、ずいぶんと持ち上げていたことに違和感があった。２０

代の若い女性が質問に対してしっかり答えていたのは感心した。若い人たちに夢を持って
もらおうという内容は良い。聴きなれないワードや専門用語は途中の説明や繰り返しの説
明を入れてほしい。 

 

③ 番組自体は良いが、中身が伴っていない。自己紹介が簡潔すぎて、どういった人物なのか

伝わらない。ねぷたよりねぶたを強調するのはいかがなものか。音の歪み、ノイズが多い。
収録番組なのであれば修正するべき。 

 

④ どういった番組なのかの説明を冒頭にしてほしい。ゲストの紹介も冒頭にあるべき。パー
ソナリティがゲストの話を偏った方に誘導しているように感じた。声が遠くになる部分が
あり、聴き取りづらい個所があった。 

 

⑤ 背景の雑音が気になった。若者の話・意見を聴ける良い機会であるのに、メインパーソナ
リティが別の話題に食いつきすぎて話が逸れてしまったように感じた。良いテーマを投げ

かけているのに、応える人の話をうまく引き出せていない。 
 

⑥ メインパーソナリティがいい話を引き出せていない、引き出す訓練をしていないから仕方
がないのか。首都圏に進出している人が今地方（地元）とどんな関係でいるのか、どう繋
がっているのかを聞き出せていた。自分が東京に出た時のことを思い出せた。 

 

⑦ 今活躍している若者の様子が伝わってよい。相槌が肯定的で良い。夢・希望など同じこと
を最初と後半とで２回質問している。前半・後半がそれぞれ２回に分けて放送している構
成だが、分ける必要があるのか。 

 

 【審議機関の答申または改善】 

同窓会などを通じて、弘前出身の全国で活躍する人の生きざまを追った番組が出来ないか。 
 

 【審議機関の答申または改善意見の公表】 

  １）議事録を本社に配備し、社内各部署に配布 

  ２）ＦＭアップルウェーブのホームページに掲載 


